
自衛隊家族会と連携した採用試験合格者の保護者への説明会
し
て
い
る
。

の
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開
い
た
。

で
あ
る
。

場
合
は
」
等
の
質
問
が
あ
り
、
家
族

が
明
る
く
談
笑
す
る
様
子
も
見
ら
れ

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て

説
明
会
を
終
え
た
参
加
者
か
ら

伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

佐
）
は
、
１
２
月
１
５
日
（
土
）、

（
厚
木
市
）
で
自
衛
隊
家
族
会
２
名

で
あ
る
家
族
会
会
員
の
話
を
聞
い
て

の
生
活
や
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
理

子
息
は
第
１
空
挺
団
に
所
属
す
る
隊

た
後
、
連
絡
は
ど
の
く
ら
い
取
れ
る

た
知
識
を
も
と
に
丁
寧
に
答
え
て
い

不
安
が
和
ら
い
だ
」「
こ
の
機
会
に

ま
す
」
と
の
声
を
聞
く
事
が
で
き
、

家
族
会
会
員
は
「
私
達
も
息
子
が

っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
少
し
で
も
安
心
し

各
協
力
団
体
と
連
携
し
て
募
集
広
報

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

の
支
援
を
受
け
、
採
用
試
験
合
格
者

員
と
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
の
乗
員

の
で
す
か
」「
病
気
や
怪
我
を
し
た

帰
り
際
に
は
家
族
会
会
員
と
保
護
者

活
動
に
取
り
組
み
、
様
々
な
形
で
情

い
る
。

た
。

て
も
ら
え
る
よ
う
に
様
々
な
こ
と
を

木
募
集
案
内
所
（
所
長　

岡
山
３
海

複
合
施
設
「
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
」

本
説
明
会
は
、
ご
子
息
が
自
衛
官

も
ら
い
、
保
護
者
の
目
線
で
入
隊
後

支
援
を
受
け
た
家
族
会
会
員
の
ご

説
明
会
参
加
者
か
ら
は
「
入
隊
し

会
会
員
が
自
身
の
経
験
や
研
修
で
得

「
様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て

ま
た
家
族
で
話
し
合
い
た
い
と
思
い

た
。

入
隊
す
る
時
は
不
安
な
気
持
ち
で
い

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚

東部方面後方支援隊の
説明を真剣に聞く参加者

７４式戦車をバックに御満悦の参加者

一般曹候補生合格者が部隊生活環境を見学
だ
っ
た
。
各
競
技
会
を
見
学
し
た
後
、
整
備
工
場
に
て
東
部
方
面
後
方
支
援
隊

た
。

員
食
堂
で
喫
食
し
、
そ
の
後
隊
員
浴
場
に
入
浴
す
る
等
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者

素
早
い
剣
捌
き
と
動
き
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
航

き
た
。

衛
隊
武
山
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
平
成
３
０
年
度
一
般
曹
候
補
生
合
格
者
に
対
す

当
日
は
、
気
温
は
や
や
低
い
も
の
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
東
部
方
面
隊
管
轄
の

ん
で
い
っ
た
。
７
４
式
戦
車
前
で
は
神
奈
川
の
参
加
者
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

手
格
闘
（
拳
法
）
競
技
会
、
更
に
は
炊
事
競
技
会
と
見
学
し
、
一
線
部
隊
の
活

だ
っ
た
。

２
日
目
は
点
呼
を
見
学
し
、
食
事
等
を
済
ま
せ
た
後
、
前
日
か
ら
行
わ
れ
て

参
加
者
か
ら
は
「
入
隊
前
に
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」「
入
隊

的
に
案
内
し
、
受
験
入
隊
確
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
、
募
集
成
果
に
繋
げ
て

気
あ
る
競
技
会
等
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
参
加
者
は
や
や
興
奮
気
味

各
都
県
か
ら
多
く
の
入
隊
予
定
者
が
参
加
し
、
神
奈
川
か
ら
は
４
名
が
参
加
し

そ
し
て
い
よ
い
よ
生
活
体
験
と
入
っ
て
い
き
、
現
職
隊
員
と
一
緒
に
広
い
隊

い
た
東
部
方
面
混
成
団
の
銃
剣
道
競
技
会
を
見
学
し
、
活
気
あ
る
隊
員
の
声
や

に
対
す
る
不
安
を
解
消
で
き
ま
し
た
」
等
と
頼
も
し
い
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で

は
、
１
２
月
１
８
日
（
火
）
及
び
１
２
月
１
９
日
（
水
）
の
２
日
間
、
陸
上
自

る
部
隊
の
生
活
環
境
等
見
学
を
支
援
し
た
。

１
日
目
は
、
全
体
説
明
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
部
隊
や
装
備
品
の
見
学
と
進

気
分
も
高
揚
し
て
い
る
状
況
が
窺
え
た
。
次
に
、
東
部
方
面
混
成
団
対
抗
の
徒

の
担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
い
て
い
る
様
子
が
印
象
的

に
と
っ
て
初
体
験
尽
く
し
と
な
っ
た
。

空
自
衛
隊
を
見
学
し
、
こ
の
２
日
間
の
見
学
会
は
終
了
し
た
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
象
者
を
積
極

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

平
原
１
陸
尉
）

幕僚副長から激励を受け神奈川地本の士気が高まった
～掃海艇「えのしま」一般公開～

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

兼
本
貢
祐
１
海

募
集
ブ
ー
ス
で
は
、
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
及
び
航
空
自
衛
隊

掃
海
艇
「
え
の
し
ま
」
が
２
３
日
（
日
）
に
停
泊
し
、
一
般
公

一
般
公
開
や
体
験
を
終
え
た
対
象
者
に
対
し
、
広
報
官
が
自

陸
将
補
か
ら
現
地
に
お
い
て
激
励
を
頂
き
、
本
部
長
以
下
各
広

地
域
や
行
事
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
募
集
広
報
活
動
を

の
島
に
お
い
て
募
集
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

月
１
７
日
ま
で
の
期
間
実
施
さ
れ
て
い
る
「
湘
南
の
宝
石
〜
江

報
活
動
を
実
施
し
た
。

参
拝
客
等
に
対
す
る
広
報
官
に
よ
る
誘
致
に
よ
り
、
昨
年
以
上

特
に
３
Ｄ
Ｖ
Ｒ
は
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
行
列
が
絶
え
る
こ
と
の

対
象
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

と
が
出
来
た
。

し
て
い
る
。

の
来
場
者
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

の
島
を
彩
る
光
と
色
の
祭
典
」
と
自
衛
隊
の
コ
ラ
ボ
と
し
て
、

無
い
ほ
ど
の
人
気
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
回
、
東
部
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
（
行
政
）
若
松

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
、
対
象
者
の
集
ま
る

佐
）
は
、
平
成
３
０
年
１
２
月
２
３
日
（
日
）、
藤
沢
市
の
江

江
の
島
で
、
平
成
３
０
年
１
１
月
２
３
日
〜
平
成
３
１
年
２

開
及
び
電
飾
を
実
施
し
て
お
り
、
一
般
公
開
に
併
せ
て
募
集
広

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
江
島
神
社
へ
の

３
Ｄ
Ｖ
Ｒ「
Ｂ
Ｉ
ｖ
ｅ-

ビ
ィ
ヴ-

」
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、

衛
官
候
補
生
等
の
制
度
説
明
を
実
施
す
る
と
、
興
味
を
持
っ
た

報
官
は
旺
盛
な
士
気
を
も
っ
て
募
集
広
報
活
動
を
実
施
す
る
こ

積
極
的
に
行
い
、
募
集
成
果
の
拡
充
に
繋
い
で
い
き
た
い
」
と

東方行政副長による激励受け

掃海艇「えのしま」の一般公開


